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第
五
十
九
号

（
平
出

・
5
）

費員
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会

津
市
図
書
館
稲
垣
文
庫
蔵
「
東
砂
葛
記
」
に
つ
い
て

ー
志
筑
忠
雄
訳
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の

一
転
写
本
｜

大

島

明

秀



津
市
図
書
館
稲
垣
文
庫
蔵

「東
砂
葛
記
」
に
つ
い
て

ー
志
筑
忠
雄
訳
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
一
転
写
本
｜

は
じ
め
に

三
重
県
津
市
図
書
館
に
は
、
地
理
学
や
天
文
学
に
と
り
わ
け
深
い

関
心
を
寄
せ
た
伊
勢
の
商
人
稲
垣
定
穀

（一

七
六
四
1
一
八
三
五
）
の

旧
蔵
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
定
穀
が
生
き
た
十
八
世
紀
後
半
か
ら

十
九
世
紀
前
半
の
時
代
背
景
を
映
し
出
す
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
を
は
じ

め
と
し
た
対
外
関
係
に
関
す
る
文
献
も
所
在
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
で
あ
る
「
東
砂
葛
記
」
写
本
は
、
そ
も
そ
も
は
中
津

藩
医
で
い
わ
ゆ
る
「
蘭
学
」
に
精
通
し
た
前
野
良
沢
（
一
七
二
三
j

一八
0
＝
一
）
が
著
し
た
作
品

（
一
七
九
一
成
）
で
あ
る
は
ず
が
、
同
館

の
資
料
目
録
に
は
「
東
砂
葛
異
記
／
ハ
レ
ン
テ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ソ
イ

イ
ス
著
／
享
保
一

九

（一

七
三
四
）I
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
情
報
か
ら
、
津
市
図
書
館
蔵
「
東
砂
葛
記
」
は
、
昌
平

坂
学
問
所
で
教
鞭
を
執
っ
た
こ
と
で
著
名
な
儒
学
者
古
賀
伺
庵

（一

七
八
八
i
一
八
四
七
）

旧
蔵
本
と
同
じ
く
、
志
筑
忠
雄

（一

七
六
O

大

島

明

秀

ー一

八
O
六
）
訳
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」

（一

七
九
五
成
）
を
所
収
す
る

系
統
の
「
東
砂
葛
記
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
2
0

先
に
発
表
し
た
拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
訳
出
と

そ
の
書
誌
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
以
下
、
津
市
図
書
館
蔵
「
東
砂
葛

記
」
写
本
の
資
料
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

-1一

一
、
津
市
図
書
館
蔵
「
東
砂
葛
記
」
の
書
誌

結
論
か
ら
言
え
ば
、
津
市
図
書
館
蔵
「
東
砂
葛
記
」
に
は
志
筑
忠

雄
訳
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
先
に
発
表
し
た
拙

稿
で
は
六
点
の
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
を
報
告
し
た
こ
と
か
ら
、
数
え

て
七
点
目
の
発
掘
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
資
料
の
書
誌
番
号
を

7
と
し
て
書
誌
を
述
べ
る
3
0

加
え
て
、
近
年
の
台
湾
大
学
の
調
査

成
果
に
も
当
該
資
料
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
を

8
と
し
て
掲
げ

て
お
く
。
た
だ
し
、
未
だ
実
見
を
果
た
し
て
い
な
い
た
め
、
書
誌
の



紹
介
の
み
に
留
め
て
お
く
。

7
、
津
市
図
書
館
（
稲
垣
文
庫
）

法量一・
・二
四
・

0
×
二
ハ
・七
糎

形
態
・
写
本
、
一
冊

紙
数
－
－
一
ム
ハ
丁

表
記
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文

外
題
東
砂
葛
署
記

（墨
書
打
付
）

内
題
・
・
東
砂
葛
記

（
志
仲
汎
）
政
文
の
年
記

・
署
名
・
発
亥
十
月

大
槻
肱
文
の
年
記

・
署

名

な

し

蔵
書
印
記
・
「
従
雑
堂
蔵
」

（朱
・
陽
）

備
考
・
・
「
羅
祭
亜
来
歴
（
雌暫リ
）
」
は
一
一
丁
表
i
一
六
丁
裏
（
一
O

丁
裏
に
「
経
祭
亜
来
歴
」
を
紹
介
し
た
前
文
が
あ
る
）

・
「
従
雑
堂
」
は
稲
垣
定
穀
の
号
4

古
賀
桐
庵
の
奥
書
は
不
在

朱
入
れ
あ
り

通
詞
志
筑
忠
次
郎
誇

、来
，ち•）！，

戸
叫

由
Jと、
しP

Z己

津市図書館本の外観。外題と「従雑堂裁」朱印が見える

2一
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き
主
総
C
晶
官
岳
量
全
曇
、
士
市
ヘ
マ
・
去
ィ
ー

し
h

川、紗ふ唱。
セ・
7
お
き
岬
詩
ヲJ
M
7
shz
r相
Z
音色

，

5
2
A3111 

ー

・

五喜久七与完訓話
γ吸
す
ま
通
，
教
え

刊
行
引
何
軒
投
日
制
作
新
J
U島
県
曲
7
4
4
為
7
4実直

貴
J
導
証
人
美
λ
Lヲ
見
7
事
骨
辛
管
レ
7
b

忠
夫
8
1比
皮
，
札
直
拠
ヲ
m柑
晶
晶

f
v火
事
4
雷

句
t
’P
F」
、
代
一
一
徳
穐
手
紙
守
警

F／
－

V

夫
婦
，

i
，ぇ

EFTAz－
－

4

ヂ

144＆
宗
寺
霊
（
警

（

J
Z符

F
E支
え
事
長
時
特
U
L
総
重
品

t
孔
穿
v
F
1
3網
之
官

741偽
有
配
委
a

「阿羅祭亜来歴」該当部分の冒頭

8
、
台
湾
大
学
図
書
館
（
長
沢
文
庫
）

法
量
二
六
・
九
×
一
八
・二
糎

形
態
：
写
本
、
一
冊

紙
数
一
四
丁

（表
紙
を
除
く
）

表
記
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

外
題
－
－
文
化
甲
子
魯
西
亜
園
王
呈
和
文
之
上
書

亜
園
横
文
和
解
傍
緯

内
題
・
・
不
明

（志仲
汎
）
政
文
の
年
記

・
署
名
寛
政
七
卯
口
月
日

大
槻
蹴
文
の
年
記

・
署
名
。
突
丑
十
月
録

蔵
書
印
一
記
・
・
な
し

備
考
・
・
未
見
。『
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
典
蔵
「
長
沢
文
庫
」
解

題
目
録
』
s
よ
り

前
半
は
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
、
後
半
は
文
化
元
年

（一

八
O
四
）
に
ロ
シ
ア
か
ら
奉
ら
れ
た
日
本
語
書
状
の

写
し

。
巻
末
に
識
語
「
天
保
六
乙
未
年
［
一
八
三
五
］
五
月
廿
八

日
令
写
畢
／
同
七
月
廿
八
日
一
校
畢
／
長
津
伴
雄
6

」

（朱
）
あ
り

－
－
本
資
料
は
二
蹴
文
系
統
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
7

戦
災
焼
失
し
た
磯
川
文
庫
旧
蔵
「
魯
西
亜
国
王
皇
国
文
之

上
書
」
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
資
料
か

-3-

文
化
甲
子
魯
西

志
筑
忠
雄
誇
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以
上
の
よ
う
に
、

津
市
図
書
館
本
は
、
「
東
砂
葛
記
」
の
一
部
と

し
て
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
が
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
当
該
部
分
の

題
名
が
「
羅
祭
亜
来
歴
」
で
あ
る
こ
と
、
「
突
亥
［

一
八
O
一二］

十
月

通
詞
志
筑
忠
次
郎
誇
」
と
の

（志
筑
）
政
文
の
年
記
・
署
名
を
有

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
早
稲
田
大
学
本

（
書
誌
6
）
の
系
統
に
属
す

る
資
料
と
目
さ
れ
る
。

以
下
、
参
考
の
た
め
既
に
発
表
し
た
六
点
の
書
誌
を
掲
げ
て
お

ノ《、

。ー
、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫）

法
量
・
二
七
・二
×
一
八
・
一
糎

形
態
・
写
本
、
一
冊

紙
数
・・

一
八
丁

表
記
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文

外
題

・東
砂
葛
記
（
題
袋
、
墨
書
）

内
題

・東
砂
葛
記

（志
筑
）
政
文
の
年
記

・
署
名
発
亥
十
月

大
槻
蹴
文
の
年
記
・
署
名
な
し

蔵
書
印
記
「
編
権
問
地
志
備
用
典
籍
」

（朱

・
陽）

「
秘
閤
園
書
之
章
」

（朱
・
陽
）

貼
紙
・
「
土
」
（
表
紙
、
墨
書
）

・
「
原
O
三
百
六
十
二
函
」

（表
紙
、
朱
書
、「
0
」
の
み
墨
書
）

通
詞
志
筑
忠
次
郎
誇

備
考
・
題
筆
に
書
さ
れ
た
外
題
に
続
い
て
、
表
紙
に
直
接
「
全
」

と
墨
書
打
付
さ
れ
て
い
る

前
野
良
沢
「
東
砂
葛
記
」

（一

七
九
一
成
）
の
一
部
と
し
て

所
収

（「
羅
祭
亜
来
歴
脱醐戸
」
は
二
丁
表
1
一
七
丁
裏
）

・
「
編
惰
地
志
備
用
典
籍
」
は
昌
平
坂
学
問
所
の
印

年
記

・
署
名
は
無
い
も
の
の
、

書
誌
6
と
同
じ
「
羅
祭
亜

来
歴
臨
時
リ
」
に
対
す
る
古
賀
伺
庵
の
奥
書
あ
り

「
秘
閤
園
書
之
章
」
は
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
本
、

明
治
新
収
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

若
し
く
は

2
、
洲
本
市
立
洲
本
図
書
館

法
量
・
・
二
二
・二
×
一
六
・
八
糎

形
態
写
本
、
一

冊

紙
数
・
九
丁

表
記
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

外
題
阿
羅
祭
亜
来
歴

（
朱
書
打
付
）

内
題
阿
羅
祭
E
来
歴
阿
羅
祭
豆
ハ
莫
斯
寄
比
亜
ナ
リ

志
筑
政
文
の
年
記

・
署

名

寛

政
七
卯
二
月
日

大
槻
政
文
の
年
記
・
署
名
発
丑
十
月
録

蔵
書
印
記
・
「
柴
氏
家
菰
園
書
」

（朱

・陽）

・
「
柴
邦
彦
園
書
後
蹄
阿
波
園
文
庫
別
戴
子
江
戸
雀
林

荘
之
寓
巻
棲
」

（朱

・陽
）

-4-

志
筑
忠
雄
諜



貼
紙
・
・
「
心
」

（表
紙
、
墨
書
）

備
考
蔵
書
印
者
は
、
寛
政
の
三
博
士
と
し
て
周
知
さ
れ
る
朱
子

学
者
柴
野
菜
山

ご
七
三
六
1
一
人
O
七
）

－
発
丑
は
寛
政
五
年

（一

七
九
三）

3
、
静
嘉
堂
文
庫

法

量

二

五
・八
×
一
七
・
九
糎

形
態
写
本
、
一

冊

紙
数
－
－
三
七
丁

表
記
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

外
題
・
時
雄
詩
情
（
題
袋
、墨
書
）

内
題
魯
西
亜
志
附
録

志
筑
政
文
の
年
記

・
署
名
寛
政
七
卯
二
月
日

。。

大
槻
政
文
の
年
記

・
署
名
・・
美
丑
十
月
録

蔵
書
印
記
・

「
大
槻
文
庫
」

（朱
・
陽
）

・
「
梅
陰
書
屋
」

（朱
・
陽
）

貼
紙
・
－な
し

備
考
古
雄
幸
作
「
魯
使
北
京
紀
行
」

（一

七
七
八
成
）
と
合
綴

（「
魯

西
亜
志
附
録
」
は

一
丁
表
1
一
四
丁
裏）

・
「
大
槻
文
庫
」
は
、
仙
台
藩
校
養
賢
堂
で
学
頭
を
務
め
た

漢
学
者
大
槻
磐
渓

ご
八
O
一
1
一
八
七
八
）
の
印

「
梅
陰
書
屋
」
は
、
朱
子
学
者
大
黒
梅
陰

（一

七
九
七
1

志
筑
忠
雄
諜

一
八
五

こ

の
印
。
ロ
シ
ア
漂
流
で
著
名
な
大
黒
屋
光
太

夫

（
一
七
五
一（
｝
一
八
二
八
）
の
息
子

内
題
の
後
、
改
行
し
て
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
阿
霊
童
ハ
英
斯
帯
比
班

ナリ
」
と
あ
り

4
、
山
口
県
文
書
館
（
徳
山
毛
利
家
文
庫
）

法
量
・・
二
九
・

0
×
二

0
・
五
糎

形
態
写
本
、
一
冊

紙
数
一
四
丁

表
記
e

－漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

外
題
魯
西
亜
志
附
録

（
墨
書
打
付
）

内
題
魯
西
亜
志
附
録

志
筑
肱
文
の
年
記

・
署
名
・
寛
政
七
卯
二
月
日

大
槻
政
文
の
年
記

・
署
名
・・
発
丑
十
月
録

蔵
書
印
記

・
な
し

貼

紙

な

し

備
考
・
・
明
ら
か
に
近
代
以
降
に
後
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
表

紙
、
裏
表
紙
な
ら
び
に
遊
紙
二
枚
は
除
い
て
書
誌
を
記
し

-5-

志
筑
忠
雄
諜

・7」
・・
内
題
の
後
、
改
行
し
て
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
阿
報
担
韮
ハ
モ
ス
コ
ヒ
ヤ

ナリ
」
と
あ
り



5
、
横
浜
市
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

（鮎
津
文
庫
）

法
量
・
二
五
・四
×
一
八
・二
糎

形
態
・
写
本
、
一

冊

紙
数
・
六
丁

表
記
・
・漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

外
題
・
魯
西
亜
志
附
録
（
墨
書
打
付
）

内
題
魯
西
亜
附
録

志
筑
政
文
の
年
記

・
署
名
－e
寛
政
七
卯
二
月
日

大
槻
肱
文
の
年
記

・
署
名
発
丑
十
月
録

蔵
書
印
記
「
鮎
津
信
太
郎
戴
書
」
（
朱
陽
）

貼
紙
・
e

な
し

備
考

志
筑
忠
雄
語

蔵
書
印
者
は
、
横
浜
市
立
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
た
地
理

学
者
鮎
津
信
太
郎

（
一九
O
八
1
一
九
六
四
）

内
題
の
後
、
改
行
し
て
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
阿
壁
韮
ハ
モ
ス
コ
ヒ
ヤ

ナリ
」
と
あ
り

6
、
早
稲
田
大
学
図
書
館

法
量

・二
0
・0
×
一
二
・七
糎

形
態
写
本
、
一
冊

紙
数
八
八
丁

表
記
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文

外
題
・
・俄
羅
斯
紀
聞

（
墨
書
打
付
）

内
題
－
e

東
砂
葛
記

（
志
筑
）
蹴
文
の
年
記

・
署

名

発

亥
十
月

大
槻
政
文
の
年
記

・
署
名
・・
な
し

蔵
書
印
記

－
「川
田
氏
戴
書
」

（朱
・
陰
）

貼
紙
な
し

備
考
・・
本
書
は
古
賀
伺
庵
「
俄
羅
斯
紀
聞
」
第
一
集
第
九
冊

本
冊
に
は

「泰
西
国
説
」
巻
之
十
二
、
「
漂
流
紀
事
」
、
「幸

【
底
麻
マ
マ
〕

大
夫
口
語
筆
受
被
」
、

「北
桂
署
開
」
、
「東
砂
葛
記
」
、
「加

模
西
葛
社
加
園
風
説
考
」
の
六
作
品
が
収
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
の
「
東
砂
葛
記
」
の
一
部
と
し
て
「
阿
羅
祭

亜
来
歴
」
に
相
当
す
る
部
分
が
確
認
で
き
る

（「
羅
祭
亜
来

歴
銭
戸
」
は
六
六
丁
寧
宜
1
七
二
丁
表
）

・
「
東
砂
葛
記
」
に
は
、
「
羅
祭
亜
来
歴
時間戸
」
に
対
す
る

古
賀
伺
庵
の
奥
書
と
そ
の
年
記

・
署
名
「
文
化
壬
申
冬

十
一
月
冬
至
窮
完

伺
庵
支
離
子
識
」
あ
り

・
「
俄
羅
斯
紀
聞
」
第
一
集
第
九
冊
に
は
「
泰
西
国
説
」
巻

之
十
二
、
「
漂
流
紀
事」
、
「
幸
大
夫
口
語
筆
受
被
」
、
「
北

［
底
本
マ
マ
］

桂
署
聞
」
、
「
東
砂
葛
記
」
、
「
加
模
西
葛
杜
加
園
風
説
考
」

の
六
作
品
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、そ
の
中
の
「
東
砂
葛
記
」

の
一
部
と
し
て
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
に
相
当
す
る
部
分
が

確
認
で
き
る

（「
羅
祭
亜
来
歴
銭
戸
」
は
六
六
丁
裏
1
七
二
了

表）

通
調
志
筑
忠
次
郎
諜

-6-



蔵
書
印
者
は
東
京
帝
国
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
た
漢
学
者

川
田
聾
江

（剛
）

二
、
志
筑
忠
雄
訳
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
概
要

「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
は
、

フ
ア
レ
ン
テ
イ
ン

『新
旧
東
イ
ン
ド

誌

』（
司3
5
0呂
志
一
四
口
々
ロ
［

Ham－コ
ミ
］一04ミ
g
EE否
。
。
句
干
な
込
2
・

U

O
D
E
a
n
Z

∞
〕こ
S
E
a
s＝∞『
出血ヨゅ
↓白〉ヨ
∞S
E
g
d

∞
可。四
E
E
Dコ丘
四『

且白亡
E
g
wコ
忠
’Mφ
）
の
一
部
を
抄
訳
し
た
作
品
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
第

一
巻
の
第
二一
編
第
三
章

2
5
aこ凶白目
F

U
刊号

z
g包
明言持
）
の
中
の
、
欄
外
注

（ヨ
白
告
主
主
に
「
北
方
に
東
イ
ン

ド
へ
の
新
し
い
道
が
、
陸
路
で
発
見
さ
れ
る
」

（開
g
E
2
5
5
2
5

0
0
8
E
5ロ
5
〆

2
8
E
P
R
E
P
D三
含
玄
）
と
記
さ
れ
た
段
落
を
起

点
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
計
十
八
段
落
を
訳
出
し
て
い
る
。

内
容
は
、

一
五
九
六
ま
た
は
九
七
年
か
ら

一
七
二
二
年
に
か
け
て
、

年
次
を
追
っ
て
ロ
シ
ア
が
東
方
に
進
出
し
た
来
歴
を
描
い
た
く
だ
り

で
あ
り
、
途
中
、
シ
ベ

リ
ア
を
併
有
し
た
経
緯
や
、
ロ
シ
ア
と
清
朝

が
国
境
を
画
定
し
た
こ
と
で
周
知
さ
れ
る
、
不
ル
チ
ン
ス
ク
で
の
会
談

の
経
過
も
記
さ
れ
て
い
る
。

「新
旧
東
イ
ン
ド
誌
」
と
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
を
突
き
合
わ
せ
る
か

ぎ
り
、
時
折
日
付
の
詳
細
を
訳
さ
な
か

っ
た
り
、
何
度
も
登
場
す
る

ロ
シ
ア
皇
帝
名
の
重
複
部
分
の
訳
出
を
行
わ
な
か

っ
た
り
と
、
文
脈

に
特
に
必
要
の
無
い
部
分
で
の
改
変
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的

な
志
筑
忠
雄
の
翻
訳
態
度
は
、
注
を
付
し
な
が
ら
原
文
に
即
し
て
丁

寧
に
訳
し
て
い
く
姿
勢
を
貫
い
て
い
た
。
た
だ
し
、

例
外
的
に
キ
リ

ス
ト
教
に
関
わ
る
記
述
に
つ
い
て
は
訳
出
を
意
図
的
に
回
避
し
て
い

守ゐ
。

一
六
八
九
年
七
月
＝
二

日
に
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
9

で
行
わ

れ
た
ロ
シ
ア
と
清
の
会
談
を
め
ぐ
る
く
だ
り
で
は
、
号
N
O
F
E
Eロ

（こ
れ
ら
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
）
と
い
う
語
を
含
ん
だ
従
属
節
の
訳

が
脱
落
し
て
い
る
叩。

そ
の
直
後
に
続
い
て
出
て
く
る

U
白
話
号
B

U
N
E
B
（イ
エ
ズ
ス
会
神
父
た
ち）

に
つ
い
て
は
、
「
通
事
二
人
口
」

と
原
文
か
ら
離
れ
た
内
容
に
改
変
さ
れ
て
い
る
ほo

か
か
る
志
筑
忠

雄
の
営
為
は
、
幕
府
に
対
す
る
政
治
的
配
慮
に
よ
る
も
の
と
見
て
間

違
い
な
い
。

志
筑
忠
雄
は
、

六
年
後
に
訳
出
す
る
「
鎖
国
論
」

（一

八
O
一
成
）

で
も
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
記
述
に
対
し
、
そ
の
色
を
薄
め
る
仕
掛
け

を
施
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
「
鎖
国
論
」
の
本
文
や
志
筑
注
に
は
、

時
折
自
身
の
価
値
基
準

（植
民
地
活
動
や
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
反
感

・

嫌
悪
）

か
ら
発
せ
ら
れ
た
改
変
や
発
言
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
口
、

「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」

（一

七
九
五
成
）
の
段
階
に
お
い
て
、
価
値
基
準

か
ら
発
せ
ら
れ
た
改
変
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ

ヲゐ
M
O

ま
ず
、
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三
、
津
市
図
書
館
本
の
資
料
的
位
置
づ
け

先
述
し
た
よ
う
に
、
津
市
図
書
館
本
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
志
筑

忠
雄
訳
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
が
前
野
良
沢
「
東
砂
葛
記
」
の
一
部
と

し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
次
に
当
該
部
分
の
題
名
が
「
羅
祭
亜

来
歴
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
発
亥
［

一
八
O
三
］
十
月
通
詞

志
筑
忠
次
郎
謹
日
」
と
の

（志
筑
）
政
文
の
年
記

・
署
名
を
有
す
る

こ
と
に
加
え
、
さ
ら
に
は
大
槻
玄
沢
政
文
の
年
記
と
署
名
が
不
在
で

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
は
古
賀
伺
庵
自
筆
本
で
あ
る
早
大
本

（書
誌
6
）
の
特
徴
と
一
致
す
る
。

ま
た
、
洲
本
市
立
洲
本
図
書
館

（書
誌
2
）
で
は
、
漢
字
平
仮
名

交
じ
り
文
で
表
記
さ
れ
た
本
文
が
一
続
き
に
書
か
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
早
大
本
の
本
文
は
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
で
表
記
さ
れ
、

な
お
か
つ
段
落
が
作
ら
れ
て
い
る
。
津
市
図
書
館
本
の
本
文
は
早
大

本
と
同
様
の
表
記
お
よ
び
書
式
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
段
落
の
冒
頭
が

台
頭
の
形
式
で
示
さ
れ
て
い
る
ま

津
市
図
書
館
本
に
お
け
る
ロ
シ

ア
の
通
貨
単
位
ル
ー
ブ
ル
に
付
さ
れ
て
い
る
注
も
津
市
図
書
館
本
早

大
本
と
一
致
し
、
洲
本
本
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
早
大
本
系
統
の
特
徴
と
し
て
、
志
筑
忠
雄
お
よ
び
大
槻

玄
沢
の
二
つ
の
政
文
が
、
「
大
槻
玄
海
兄
追
趣
」
と
し
て

一
つ
に
圧

縮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

｛早
大
本
】

大
槻
茂
質
按
ル
ニ
［
、
］
止
白
里
ハ
昔
、
ン
畷
漠
ノ
縫
組
ト
ノ
ミ

称
シ
タ
ル
地
ナ
リ
［
、
］
伯
多
球
帝
ノ
時
ニ
至
テ
［
、
］
阿
比
河

ヨ
リ
以
東
大
縫
紐
又
東
方
北
方
ノ
霊
頭
大
東
洋
ニ
至
ル
マ
テ
悉

ク
併
呑
セ
リ
ト
本
国
ニ
服
属
セ
シ
ヨ
リ
線
称
シ
テ
魯
西
亜
ト
云

フ
［
、
］
削
オ
引
川
刑
制
調
剖
刻
刻
到
叫
川
ニ
詳
ナ
リ
［
、］
桂

川
氏
嘗
ツ
テ
其
詩
文
ア
リ
［
、
］
魯
西
亜
ト
名
ク
ル
ト
ナ
リ
［
、
］

宜
ク
併
セ
熟
見
ス
ヘ
シ
げ

｛津
市
図
書
館
本
｝

大
槻
茂
質
按
ル
ニ
［
、
］

b
ι
r
E
ハ
昔
、ン
瞭
漠
ノ
縫
組
ト
ノ
ミ

称
、ン
タ
ル
地
ナ
リ

［、］

ι
r
bJ酌
帝
ノ
時
ニ
至
テ
［
、
］
附
ル
河

ヨ
リ
以
東
大
髄
且
又
東
方
北
方
ノ
登
頭
大
東
洋
ニ
至
ル
マ
テ
悉
ク

併
呑
セ
リ
ト
本
国
ニ
服
属
セ
シ
ヨ
リ
線
稿
シ
テ
魯
西
亜
ト
云
フ

［
、
］
寸
削
オ
引
川
叫
刑
制
司
寸
凶
刻
刻
到
凶
川
叶
一
一
詳
ナ
リ
［
、
］

桂
川
氏
嘗
ッ
テ
其
詩
文
ア
リ
［
、
］
魯
西
亜
ト
名
ク
ル
ト
ナ
リ
［
、
］

宜
ク倒
ヒ
熟
見
ス
ベ
シ

8一

両
者
の
記
述
に
大
き
な
相
違
点
は
無
い
が
、
津
市
図
書
館
本
で
は

外
国
の
固
有
名
詞
に
鈎
括
弧
な
ら
び
に
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
点
が

表
記
上
の
留
意
す
べ
き
差
異
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
注
目

す
べ
き
は
、
最
初
の
下
線
部
「
ヒ
ブ
子
ル
ガ
地
誌
ゼ
オ
ガ
ラ
ヒ

l
」



と
い
う
記
述
で
あ
る
。
「
ヒ
ブ
子
ル
」
と
は
ド
イ
ツ
の
地
理
学
者

ヒ
ュ

l
ブ
ナ
1
（』o
g
g
z
c
gF
5
gム
叶ω
乙
の
こ
と
で
、
「
ゼ
オ
ガ

ラ
ヒ
l
」
と
は
ヒ
ユ

1
ブ
ナ
！
の
著
書

『
一
般
地
理
学
』
の
蘭
語
訳

版
玄
釘

3
2言
。
8
匂
§
言
）
を
指
す
。

津
市
図
書
館
本
の
書
写
者
は
お
そ
ら
く
原
典
お
綴
り
）
に
明
る

く
な
く
、
「
。
g四円岳
E
白」
の
音
と
は
程
遠
い
「
ピ
オ
ガ
ラ
ピ

l
」

と
い
う
表
記
に
疑
問
を
抱
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
前
提

と
し
て
津
市
図
書
館
本
で
は
「
セ
」
と
「
ヒ
」
は
明
確
に
書
き
分
け

ら
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
下
線
部
「
併
セ
」
に
つ
い
て
も
「
併
ヒ
」

と
改
変
さ
れ
て
お
り
、
津
市
図
書
館
本
の
転
写
者
が
「
セ
」
と
「
ヒ
」

を
誤
写
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
底
本
が
そ
も
そ
も
誤
記
し
て
い
た
の

か
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
れ
以
外
に
も
、
津
市
図
書
館
本
で
は
し
ば

し
ば
漢
字
や
送
り
仮
名
の
明
ら
か
な
誤
り
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
津
市
図
書
館
本
に
は
古
賀
伺
庵
系
統
本
の
み
有
す
る
「
下

原
氏
」
で
始
ま
る
伺
庵
の
奥
書
が
備
わ
っ
て
い
る
。

｛早
大
本
｝

下
原
氏
ノ
如
ク
ナ
レ
ハ
魯
西
亜
ノ
本
国
ノ
濫
筋
ノ
来
歴
ノ
ヨ
ウ

ニ
聞
ユ
ル
ナ
レ
ト
モ
［
、
］
本
編
ノ
醗
語
ス
ル
所
ハ
慶
長
三
年

凶
剰
樹
制
パ
刈
ぺ
叶
判
東
方
ノ
地
方
ヲ
侵
掠
セ
シ
来
歴
ナ
リ

【津
市
図
書
館
本
｝

下
原
氏
ノ
如
ク
ナ
レ
ハ
魯
西
亜
ノ
本
園
ノ
濫
鯵
ノ
来
歴
ノ
ヨ
ウ

ニ聞
ュ
ル
ナ
レ
ト
モ

コ
本
編
ノ
献
誇
ス
ル
所
ハ
劇
闘
ゴ
ヨ
制

凶
剰
樹
咽
ペ
↓
刈
ぺ
川
判
叶
東
方
ノ
地
方
ヲ
侵
掠
セ
シ
来
歴
ナ

こ
こ
で
も
や
は
り
津
市
図
書
館
本
で
は
外
国
の
固
有
名
詞
に
鈎
括

弧
が
付
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
津
市
図
書
館
本
に
は
、
自
筆
本

（早

大
本
）
が
有
す
る
伺
庵
奥
書
の
年
記

・
署
名
「
文
化
壬
申
冬
十

一
月

冬
至
馬
完

伺
庵
支
離
子
識
」
が
不
在
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
相
違

点
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
津
市
図
書
館
本
が
伺
庵
系
統
に
属
す
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
は
、

大
き
く
次
の
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

（1
）（
国

立
公
文
書
館
本
を
経
由
す
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
）
津
市
図
書
館
本
が

早
大
本
に
遡
る
場
合
、
（
2
）
津
市
図
書
館
本
が
早
大
本
に
遡
ら
ず
、

別
の
原
本
が
あ
る
場
合

（既
に
か
か
る
特
徴
を
有
す
る
原
本
が
あ
っ
て、

そ
こ
か
ら
津
市
図
書
館
本
と
早
大
本
が
別
々
の
道
筋
で
写
さ
れ
た
場
合
）。

い
ず
れ
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、

（2
）
の
場
合
、
本
文

が
ど
の
時
点
で
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
か
ら
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ

り
文
に
変
更
さ
れ
、
ま
た
、
二
肱
文
が
一
つ
に
圧
縮
さ
れ
た
の
か
、

と
い
う
問
題
が
浮
上
す
る
。
加
え
て
、
「判
岡
国
」
で
始
ま
る
奥
書
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の
当
該
部
分
は
「

U
周
到
」
の
誤
写
で
あ
る
が
目
、
か
か
る
誤
り
も

ど
の
時
点
で
生
じ
た
の
か
。

こ
こ
で
二
つ
の
問
題
を
考
え
た
い
。

ま
ず
、
ど
の
時
点
で
外
国
の

固
有
名
詞
に
鈎
括
弧
が
付
さ
れ
た
の
か
。
次
に
、
早
大
本
に
脱
落
し

て
い
る
重
要
な
一
文
が
、
津
市
図
書
館
本
に
は
な
ぜ
備
わ
っ
て
い
る

の
か
。
ま
ず
最
初
の
課
題
で
あ
る
が
、
早
大
本
、
国
立
国
会
図
書
館
本

（書

誌
1
）
な
ら
び
に
洲
本
本
に
は
外
国
の
固
有
名
詞
に
鈎
括
弧
は
付
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
資
料
よ
り
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
原
本
か
ら

距
離
が
離
れ
、
や
や
後
世
に
成
立
し
た
と
目
さ
れ
る
静
嘉
堂
文
庫
本

（書
誌
3
）、
山
口
県
文
書
館

（徳
山
毛
利
家
文
庫
）
本
（
書
誌
4
）、
横

浜
市
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

（鮎
浮
文
庫
）
本

（書
誌
5
）
に
は

時
折
鈎
括
弧
が
認
め
ら
れ
る
が
、
津
市
図
書
館
本
の
よ
う
に
徹
底
し

て
付
し
た
も
の
で
は
な
い
。

外
国
の
固
有
名
詞
に
鈎
括
弧
を
付
し
た
文
章
を
底
本
と
し
て
、
転

写
し
た
本
で
鈎
括
弧
が
不
在
に
な
る
こ
と
は
考
え
難
い
の
で
、
後
か

ら
鈎
括
弧
を
付
記
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
二
点
目
の
課
題
で
あ
る
が
、
先
に
触
れ
た
志
筑
忠
雄
に
よ
る

重
大
な
改
変
箇
所
の
一
つ

り
o
g丘
町
お
な

N
E
g
（イ
エ
ズ
ス
会
神
父
た

ち
）
を
め
ぐ
る
記
述
で
あ
る
が
、
早
大
本
お
よ
び
国
立
公
文
書
館
本

で
は
こ
の
訳
文
が
脱
落
し
て
い
る
一
方
、
洲
本
本
は
「
其
本
陣
に
刊

取
ぬ
［
、
］
通
詞
二
人
事
の
敗
れ
ん
と
す
る
を
見
て
」
と
備
え
て
い
る
。

l
J

2
凱

γ
雪
t
i
F
、寺
普
J

ま

－

4
主
、止
f
F

寺
号
r
d
zd
f
z
F峰
Y
L
～£

e
’

え

bAωE－v
、
物
？
喧
貝
担
噌
乏
L

，f
q
t
d酔

ま
ヲ
＃
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片
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u
e
e
A伊
ノ
岨
刊
ヲ
え
て
－

f
門
事
品

ヮド）
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1
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tハ
管
F
抽
唱

hzeg，
掌
定
量

＋

J
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争
粉
説
明
氏

f
z
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＃
宇
ヲ
レ
．
，
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丸
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悼公害
、新
奇
ゑ
主
ぺ
J
d
m
色
宅レ
f
、d
h
a時

ZA忽

え
ま
ヲ
時
1
三
百
’
A
j
d
酎叩＆＆

詰
立
仁
科
）
伝
4
S
L
3
2・乏

J

－
 

・
汁
け
げ
＼
む

2
2正守、

：

棒
、
守
Z
7帯・拘

aya／倒
劃
剥
司
咽
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’
－
M
で
支
部
ノ
依
す
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尽
き
倣
岐

f
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・釦

，
‘

宅
夕
、
具
本
時
引

4
2
4拍
耐
え
事
／
昧

．，
戸

且
託
哲
也
覗
L
J
6
f草
事
ヲ
我
手
・
4
1

．ヲ
J
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、司令京，

i
j－Z
‘渠’

7
・“v
・

7
凪
明

ハ

72z弘
司
F
F
1
寸
交
守
脅

品
川
狩
J
7

之
土
f
t

是

非
凶
37
J
7
と
ご
と
英
断
幕
友
重
込
町
－
E

ド穐

i「
村
山
歩
・
療
相
乱

zJ
aノ
利
益
ヲ
を－
J
J

剣

ψz

f

J人
ご
＝
句
牧内

7
3
3
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2

図3 左葉2行目最下方、津市図書館本では「各空シク」の後、先に引用した「其

本陣ニ［ー.J Jの文章を経て、「其使者ニ」へと展開する
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津
市
図
書
館
本
に
お
い
て
は
、
「
其
本
陣
ニ引
キ
剥
キヌ

［
、
］
通
詞
二

人
事
ノ
敗
レ
ン
ト
ス
ル
ヲ
見
テ
」
と
、
僅
か
に
下
線
部
の
よ
う
な
差

異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
箇
所
を
備
え
て
い
る
。

資
料
が
乏
し
い
状
態
の
中
か
ら
性
急
に
結
論
は
出
せ
な
い
が
、
少

な
く
と
も
津
市
図
書
館
本
の
存
在
は
、
桐
庵
自
筆
本
を
さ
ら
に
遡
る

段
階
で
、
既
に
伺
庵
系
統
本
の
特
徴
が
備
わ

っ
て
い
た
本
が
存
在
し

て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
伺
庵
奥
書
と
呼
ん

で
い
た
「
下
原
氏
」
に
始
ま
る
文
章
は
、

別
人
の
奥
書
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
伺
庵
の
年
記
・
署
名
と
「
下
原
氏
」
に
始
ま
る
文
章
の

聞
に

一
行
分
の
空
白
が
存
在
す
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
断
絶
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
津
市
図
書
館
本
が
こ
の
文
章
を

校
訂
し
て
付
加
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
も
そ
も
伺
庵
系
統
本
の
特

徴
が
備
わ

っ
て
い
た
本
が
存
在
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
判
断
は
、

今
後
の
資
料
発
掘
に
侠
ち
た
い
。

お
わ
り
に

津
市
図
書
館
（稲
垣
文
庫
）本
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
は
、
前
野
良
沢
「
東

砂
葛
記
」
の

一
部
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ら
び
に
先
行

の
拙
稿
を
除
い
て
こ
れ
ま
で
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
研
究
が
進
展
を
見

な
か

っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
「
東
砂
葛
記
」
に
所
収
さ
れ
た
形
態
で

「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
認
知
を
得
て
い
な
か

っ

イ問庵本の特徴を有する本

津市図書館本

古賀イ問庵自筆本（早大本）

（イ同庵転写時かそれ以前に

文章「通詞二人～」の脱落）

国立公文書館本

図4 新たに生じた伺庵系統本における転写関係の可能性
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た
こ
と
な
ど
か
ら
目
、
そ
の
存
在
が
看
過
さ
れ
て
き
た
m
o

本
稿
に
よ
っ
て
、
津
市
図
書
館
本
は
そ
の
構
成
要
素
が
古
賀
伺
庵

系
統
本
と
一
致
し
、
伺
庵
自
筆
本

（
早
大
本
）
お
よ
び
国
立
公
文
書

館
（
内
閣
文
庫
）
本
に
属
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
し
そ
の
一
方
で
、
伺
庵
系
統
本
の
転
写
経
路
を
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
、
よ
り
複
雑
な
要
素
を
粛
す
皮
肉
な
結
果
と
も
な
っ
た
。

津
市
図
書
館
本
が
粛
し
た
最
も
重
大
な
事
実
は
、
志
筑
忠
雄
に
よ

る
重
大
な
改
変
箇
所
の
一
つ

り
m
g丘
町お

な

NE
g
（
イ
エ
ズ
ス
会
神
父

た
ち
）
を
め
ぐ
る
記
述
の
訳
文
が
、
早
大
本
お
よ
び
国
立
公
文
書
館

本
で
は
脱
落
し
て
い
る
も
の
の
、
洲
本
本
と
同
様
に
、
津
市
図
書
館

本
で
は
備
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
伺
庵
自
釜
本
を

さ
ら
に
遡
る
段
階
で
、
既
に
伺
庵
系
統
本
の
特
徴
が
備
わ

っ
て
い
た

本
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
点
の
さ
ら
な

る
解
明
は
、
今
後
の
資
料
発
掘
に
倹
ち
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
七
点
目
の
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
発
見
は
、
そ

の
転
写
経
路
に
新
た
な
可
能
性
を
粛
す
こ
と
に
な

っ
た
。
つ
ま
り
津

市
図
書
館
本
の
出
現
は
、
写
本
転
写
の
複
雑
さ
と
実
態
解
明
の
困
難

を
一
示
し
、
歴
史
家
が
あ
く
ま
で
限
定
的
な
史
資
料
に
基
づ
い
て
〈
事

実
〉
を
構
築
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

こ
と
を
改
め
て
突
き
つ
け
る
事

例
と
な
っ
た
。

l i主

「
稲
垣
文
庫
仮
目
録
」
（
津
市
図
書
館
、
二
O
O
一
年
）
、
三
三
頁
。
な
お
、

目
録
上
の
資
料
名
は
「
東
砂
葛
異
記
」
で
あ
る
も
の
の
、
後
述
す
る
よ
う

に
内
題
が
「
東
砂
葛
記
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
当
該
資
料
名
と
し

て
採
用
し
た
。
そ
の
際
、
原
文
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
漢
数
字
に
改
め
た
。

2

拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
訳
出
と
そ
の
書
誌
」

（『雅
俗
』

第
二
一
号
、
二
O
二
二
年
）
で
は
、
古
賀
伺
庵
系
統
本
を
は
じ
め
と
す
る

六
点
の
資
料
を
対
象
と
し
て
、
初
め
て
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
書
誌
系
統

お
よ
び
資
料
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
な
お
、
全
て
の
「
東
砂

葛
記
」
に
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
が
備
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

3

書
誌
の
採
録
項
目
は
、
前
掲
拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の

訳
出
と
そ
の
書
誌
」
に
従
っ
た
。

4

二
O
一
一
年
一
一
月
の
津
市
図
書
館
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
中
川
豊

「
稲
垣
定
穀
の
名
称
と
別
号
」
に
よ
れ
ば
、
「
従
雑
堂
裁
」
の
印
記
は
転
写

本
や
購
入
本
に
多
く
見
ら
れ
、
稲
垣
定
穀
は
寛
政
一

O
年
、
或
い
は
一
一

年
を
境
に
雅
号
を
「
止
均
軒
」
か
ら
「
従
維
堂
」
に
変
更
し
た
。

5

高
橋
昌
彦
主
編
（
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
、
二

O
二
二
年
）
、
六
六
l

六
七
頁
。
な
お
、
書
名
の
繁
体
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

6

［
］
内
の
記
述
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
、
全
て
の
引
用
文
で
向
。

7

前
掲
拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
訳
出
と
そ
の
書
誌
」
第

＝
豆
百
十
第
一
節
を
参
照
。

8

以
下
、
前
掲
拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
訳
出
と
そ
の
書

誌
」
第
一
章
よ
り
。

9

原
文
で
は

Z
吉田」

o
c
と
記
さ
れ
て
い
る
。
。
ミ
2
ミ
き
宅

O
E
Eミ
R
F

〈
O

一
f
司

H

H
AP

－
な
お
、

『新
旧
東
イ
ン
ド
誌
」
の
底
本
は
、
初
版
を
復
刻
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し
た

〈
き
考
古

g
（二
O
O
二
j
二
O
O
四
年
刊
）
版
を
用
い
た
。
「阿

経
祭
亜
来
歴
」
で
は
原
文
に
基
づ
い
て
「
子
プ
チ
ョ
ウ
」
と
表
記
し
て
い

る
。
こ
の

Z
号
g
o
z
は
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
の
中
国
語
「
尼
布
楚
」
（Z
E口
E
）

に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日

脱
落
文
は

E
円四日コ号
NO
KNE
B
？
2
2
2
S凹
2
8
2
5円伺ロ

（も
し

こ
れ
ら
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
が
い
な
か

っ
た
な
ら
ば
）0
0
ミ
室
主
E
宅

。。ミ’
E
Sbミ、
〈
O

－r
－
u

H

H

AH
－

日

洲

本
市
立
洲
本
図
書
館
本

（書
誌
2
）
よ
り
。
ま
た
、
早
大
本
で
は
こ

こ
を
め
ぐ
る

一
行
分
の
記
述
が
脱
落
し
て
い
る
。

ロ
O
ミ
nt
n
ミ
ミ
NG

言
、

o
oh『H
l
h
ミ
込
町
、
F

〈。－
r
－
u

H

H

AP
－

日

「
鎖
国
論
」
中
に
、
西
洋
の
植
民
地
活
動
や
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
志

筑
忠
雄
の
反
感
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鳥
井
裕
美
子
が
詳
細
に

論
じ
て
い
る
。
「
ケ
ン
ペ
ル
か
ら
志
筑
へ
｜
日
本
賛
美
論
か
ら
排
外
的
『
鎖

国
論
』
へ
の
変
容
｜
」

（『
季
刊

日
本
思
想
史
』
第
四
七
号
、
一
九
九
六

年
所
収
）。
拙
著

『「
鎖
国
」
と
い
う
一言
説
｜
ケ
ン
ペ
ル
著
・
志
筑
忠
雄
訳

『
鎖
国
論
』
の
受
容
史
｜
』
（ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
一房
、
二

O
O
九
年
）
、
八
八

1
九
一

頁
。

は

以

上
、
本
章
は
前
掲
拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
訳
出
と

そ
の
書
誌
」
第
二
章
に
基
づ
い
て
記
し
た
。

日
［
］
内
の
記
述
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
、
全
て
の
引
用
文
で
向
。
ま
た
、

志
筑
忠
雄
は
少
な
く
と
も
天
明
二
年

（一

七
八
二）

ま
で
稽
古
通
詞
を
務

め
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
最
長
で
も
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）

五
月
ま
で
の
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
八
O
三
年
の
時
点
で
志
筑
忠

雄
は
「
通
詞
」
で
は
無
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
年
記

・
署
名
は
志
筑
で

は
な
い
他
者
に
よ
る
後
付
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
年
記

の
信
屈
性
も
疑
わ
れ
る
。
前
掲
拙
稽
「
志
筑
忠
雄
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の

訳
出
と
そ
の
書
誌
」
第
三
章
第
二
節
を
参
照
。

日山

国
立
公
文
書
館
本

（書
誌
1
）
で
も
段
落
の
冒
頭
が
台
頭
し
て
い
る
。

口
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
ま
た
、
現
在
通
用
し
な
い
異
体
字
に
つ
い
て
は

現
行
の
も
の
に
改
め
た
。
以
下
、
全
て
の
引
用
文
で
向
。

凶

前

掲

拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
阿
緩
祭
亜
来
歴
」
の
訳
出
と
そ
の
書
誌
」
、

四

一
i
四
二
頁
。

ω
そ
の
他
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
に
は
「
魯
西
亜
志
附
録
」
と
い
う
異
名

も
あ
り
、
前
者
が
原
題
で
、
後
者
が
後
世
の
改
変
で
あ
る
こ
と
は
、
前
掲

拙
稿
「
志
筑
忠
雄
「
阿
緯
祭
亜
来
歴
」
の
訳
出
と
そ
の
書
誌
」
で
論
証
し
た
o

m
歴
史
テ
キ
ス
ト
を
捜
索
す
る
際
、し
ば
し
ば
同
様
の
現
象
に
遭
遇
す
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
系
の
宇
宙
論
「
南
蛮
運
気
論
」
写
本
を

追
跡
し
た
結
果
、
内
容
は
そ
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
題
名
に
は
「
天
文

書
」
や
「
天
文
要
解
」
と
の
み
付
さ
れ
、
そ
の
発
見
に
困
難
を
極
め
た
よ

う
な
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
平
岡
陵
二

『
南
蛮
系
宇
宙
論
の
原
典
的

研
究
』（
花
書
院
、

二
O
二
二
年
）。
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【付
記
］
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（
C
）（
研
究
課
題
番

号

民間
N
D

ニω
）
の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。


